
上智大学外国語学部英語学科卒業後，ジョージタウン大学大学院政治
学部修士課程修了（MA）、メリーランド大学大学院政治学部博士課程修
了（Ph.D.）。敬和学園大学准教授、文教大学准教授などを経て2014年より
上智大学総合グローバル学部教授。
主要著作は『アメリカ政治とメディア：政治のインフラから政治の主役に
なるマスメディア』(単著、北樹出版、2011年)、『インターネットが変える選
挙：米韓比較と日本の展望』(共編著、慶応義塾大学出版会、2011年）、『危
機のアメリカ「選挙デモクラシー」』(共編著、東信堂、2020年）など。 
NHK「日曜討論」、「ニュースウォッチ9」、ABC「正義のミカタ」など多数の
メディアに出演。 

国際社会を大きく揺るがしたトランプ政権の後を引き継いだバイデン政権は発足1年を超えたが、国内の分断

は解消されておらず、山積する諸問題に身動きが取れない。11月には早くも中間選挙を迎えて、国民の審判が

下される。トランプ氏のバイデン政権批判も苛烈だ。国際関係が不安定な状況も続いている。アメリカはどこ

に向かうのか。本講座は3回にわたって、現代のアメリカの政治・社会を読み解くためのポイントを受講生と

ともに考える。

上智大学大阪サテライトキャンパス 連続公開講座

2022年アメリカを読み解く視点

４／16（土）
14：30～16：00

バイデン政権のこれまで
申込受付締切日
4月12日（火）18：00

５／21（土）
14：30～16：00

2022年中間選挙の動向
申込受付締切日
5月17日（火）18：00

６／18（土）
14：30～16：00

今後のアメリカと世界、日本

申込受付締切日
6月14日（火）18：00

前嶋　和弘（まえしま　かずひろ）

※単体での講座受講も可能です
募集定員

参加条件

会場受講 30名　オンライン受講 40名

PCやタブレット端末等を利用してZoomへ接続が可能な方

状況によって会場受講が実施できない場合、WEB会議システム「Zoomミーティング」を利用したオンライン配信に
切り替えます。会場受講を希望される場合も、PCやタブレット端末等を利用してZoomへ接続が可能であること。
Wi-Fi環境等高速通信が可能な電波の良い所でのご視聴が可能な方に限ります。

お申込み詳細は裏面または
大阪サテライトキャンパスホームページを

ご確認ください。



受講料 各講座2,000円（会場受講、オンライン受講いずれの場合も）
以下の※に該当する方は1,500円で受講いただけます

申込方法 申込はWEBエントリーとなります 

※上智大学・上智大学短期大学部 ・上智社会福祉専門学校 ・聖母大学・ 聖母看護学校の
　卒業生及び在学生、在学生保証人。学校法人上智学院の教職員。 

①上智大学大阪サテライトキャンパス（http://www.sophia-osaka.jp/）、
　あるいは右記のQUコードより申込ページにアクセスしてください。
②申込完了後、平日3日以内にosaka_sc-co＠sophia.ac.jpより「申込完了メール」が届きます。
　osaka_sc-co＠sophia.ac.jpからのメールを受信できるよう設定してください。（自動返信対応ではありません）
　受付完了メールが届かない場合はosaka_sc-co＠sophia.ac.jpまでご連絡ください。
③「受付完了メール」にて受講料の振込をご案内いたします。期日までに受講料をお振込み下さい。
④受講料の入金が確認でき次第、受講についてのご案内をメールにてお送りします。

よくある質問 ● 受講料振込後でも会場受講からオンライン受講へ切り替えられますか
     ＞可能です。全ての申込者にオンラインアクセス方法をご案内いたします。
● オンライン受講から会場受講への変更は可能ですか
     ＞空きがあれば可能ですが、必ず申込期間内に変更の申し出をおこなってください。
● 録画配信はありますか
     ＞ございません。
● キャンセルによる受講料返金について
　＞キャンセルによる受講料の返金はお受けできません。

※駐車場はございません。公共交通機関でお越しください。

上智大学
大阪サテライトキャンパス
事務センター

　 アクセス

〒531-0072
大阪市北区豊崎3-12-8
サクラファミリア 2階

● 地下鉄御堂筋線「中津駅」4番出口より徒歩3分
● 阪急「梅田駅」茶屋町口より徒歩4分
● JR「大阪駅」御堂筋北口より徒歩10分

電話　06-6450-8741
メール　osaka_sc-co＠sophia.ac.jp
開室時間　平日10：00～18：00

申込フォーム

４／16（土）第1回　バイデン政権のこれまで
５／21（土）第2回　2022年中間選挙の動向
６／18（土）第3回　今後のアメリカと世界、日本

2022年
アメリカを
読み解く視点


